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１．要約 

私は普段からピアノの練習をしており、友人が着手していた電子楽器の研究について興

味を持った。そこで、まずは基礎的なプログラミングを学び、知識や実技を得た後に、簡易

的な電子ピアノの作製を目指した。 
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２．研究の背景と目的 

研究に着手した理由は、友人が電子リコ

ーダーの作成に取り組んでいたことについ

て興味を持ち、自分もやってみたいと思っ

たからである。今回の研究は起点に過ぎず、

同様の研究を重ねることにより、プログラ

ミングおよび電子工作の知識と技術の向上

に加え、電子音楽による音楽性の多様化を

目指し、研究している次第である。 
本研究では、まずは一番自分にとって身

近であるピアノを電子工作の観点で研究・

開発することを目標にした。具体的には、ス

イッチを押すことによって特定の音が発せ

られるといった、擬似的な楽器作りを目指

した。 
 

３．研究内容 

３.１ 実験目的と方法 

＜方法＞ 
既存のサンプルプログラムを入手し、音

階周波数の箇所を中心に目的のコードに変

更した。その後、実際にスイッチを押すこと

によって音が発せられるかどうかの確認を

行った。以下がコードの内容である。なお、

今回はマイコンとして Arduino を使用した。 
Void setup(){ 
pinMode(13,OUTPUT)     ※① 
pinMode(2,INPUT_PULLUP); 
pinMode(3,INPUT_PULLUP);} 
 
Void loop(){ 
if(digitalRead(2)==LOW){   ※② 
  tone(13,783.991);         ※③ 
} 
else if(digitalRead(3)==LOW);{  ※④ 
  tone(13,698.456); 
} 
else{                  ※⑤ 
        noTone(13); 
} 
delay(10);{}            ※⑥ 
 

① 音階周波数は音色を決定するもの

であり、変更することでピアノに従

った音色を出せるようにした。 
② どのタクトスイッチが押されたか

を認識し、押された時に信号を ON
にして、「digitalRead」で指定した



ピンの値を読み取る。 
③ 13 は電流を出力するピン、783.991

は音階周波数の Hz の数値で、「ソ」

の音を表す。 
④ else は「他の場合」（ここでは他の

タクトスイッチを押した場合）の時

に使用する。動作の内容は変わらな

いため、同じく「digitalRead」を使

用する。 
⑤ noTone は「何も音を出さない」と

いうことを表す。つまりなんの動作

も行なっていない場合、スピーカー

から音が出ないようにする。 
⑥ delay は信号の ON/OFF の間隔を

表す。1000 で１秒間となる。 

 

３.２ 実験結果 

作成した簡易電子ピアノを操作すると、

タクトスイッチを押した際に、割り当てて

いた音がスピーカーから正しく発信でき

た。 

４．考察 

プログラミングの基礎を学ぶことで、タ

クトスイッチを鍵盤にみたてた、一番簡易

的かつ擬似的な電子ピアノを作成できた。 
今後の課題として、現状のシステムでは

2 つ以上のスイッチを押した際に高い方の

音しか出力できないことがわかった。和音

の演奏ができるように、今後は改良を行う

予定である。 
 

５．今後の展望 

基盤は完成したため、まずは様々なプロ

グラミングコードの内容を理解し、

Arduino とプログラミングについて学び、

今回作成した電子ピアノの機能性の向上を

図りたい。 
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図 1:作成した簡易電子ピアノとタクト

スイッチ部分(鍵盤)の拡大写真 


